
目的 

（１）多彩な嚥下障害を呈する神経筋疾患において、 

  より早期から鋭敏に嚥下障害を評価しうる嚥下機能 

  スコア（熊本スコア）を耳鼻咽喉科･頭頸部外科と 

  共同で作成し、各種治療的介入が嚥下機能に 

  及ぼす影響を評価する。 

 

（２）各種神経筋疾患における嚥下障害のメカニズム 

  を解明する。 

 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今回の研究の目的は、多彩な嚥下障害を呈する神経筋疾患において、より早期から鋭敏に嚥下障害を評価しうる嚥下機能スコア（熊本スコア）を耳鼻咽喉科･頭頸部外科と共同で作成し、各種治療的介入が嚥下機能に及ぼす影響を評価すること、各種神経筋疾患における嚥下障害のメカニズムを解明することです。
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